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《 会長就任にあたって 》 

横田 浩 (筑波大学付属病院)  

薫風さわやかな5

月 30 日の技師会決

算総会において、前

会長中澤洋治氏の

後を受けて会長就

任を承認され、平成

22・23 年度の 2 年

間その重責を担う

ことになりました。

微力ながら会の発

展に尽くしたいと

考えておりますので、どうぞよろしくお願い

致します。 

さて、現時点での茨城県放射線技師会会員

数は 656 名です。数年前まで 700 名を超えて

いた会員の急激な減少と、そして高い会費を

払いながら技師会活動や会費の使い道を検証

する決算総会への参加者が44名という体たら

くは何なんでしょうか。私の会長としての最

初の仕事はこの辺りの改善にあるのかと、ガ

ラガラの会場を見ながら考えておりました。 

と厳しい事を申しておりますが、これには

理由がありまして、決算総会の後に開催した

市民公開講座に対し、ＮＨＫから取材をした

いとの申し入れが当日の朝ありました。勿論

快く了解しましたが、心配だったのは参加者

数です。せっかく取材カメラが入ってＮＨＫ

ニュースで放送するというのに、ガラガラの

会場では技師会の恥になりかねないと懸念し

たからです。幸いに、一般市民の参加が予想

以上にあり、会員も公開講座の頃には若干増

え、それなりの体裁を保つ事が出来ました。 

講演後のインタビューで、技師会の公開講

座に対する考えを聞かれましたので、「今回

はがん治療に対する放射線の有効性を紹介し

たが、今後も放射線検査を安心して受けて頂

けるような講座等を企画し、一般に無料公開

していくのでくれぐれも主催の茨城県放射線

技師会を強調頂きたい」と話しておきました。 

全国的にみてもここ数年来、放射線技師総

合学術大会は「国民から見える職業へ」をメ

インテーマに開催しています。当県に於いて

も今回のような市民公開講座を充実させ、Ｔ

Ｖに取材に来てもらい、茨城県放射線技師会

を広くアピールする事は大事な事業と考えて

います。しかし、せっかく企画しても会員の

皆様に参加頂けないと、市民の皆さんがもつ

印象や、取材陣に対してマイナスイメージに

なりますし、ご講演頂く講師の先生にも大変

失礼となりますので、会員各位には事業への

積極的参加をお願いする次第です。 

技師会には 7 研究会、2 部会、3 委員会があ

り、それぞれ会員に興味を持って頂けるよう

な活動を行っております。すぐにでも役立つ

企画が数多くありますので奮ってご参加くだ

さいますよう重ねてお願い申し上げます。ま

た、技師会活動はインフォメーション等で案

内致しますが、時々ホームページ内のイベン

トカレンダーをご覧いただければ、様々な活

動状況がわかると思います。 

茨城県放射線技師会の将来が私の力でどう
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なるものでもありません。会員の皆様のご協

力を仰ぎながら、先人の築いてきたこの会を

少しでも発展させ後輩に繋ぎたいと考えてお

ります。ご協力の程よろしくお願い致します。 

 

 [新役員]    

会 長 横田 浩     筑波大学附属病院 

副会長 長谷川光昭      

       県北医療センター高萩協同病院 

副会長 鈴木 達也       

(株)日立製作所日立総合病院 

常務理事 小原 孝夫      

              (株)日立製作所多賀総合病院 

常務理事 平井 正幸         土浦協同病院 

理 事 會澤 敏広          村立東海病院 

理 事 風見 ひろみ       取手協同病院 

理 事  川又 誠       水戸済生会総合病院 

理 事  小仁所 圭子   石岡市医師会病院 

理 事  坂井 朋夫                   

東京医科大学茨城医療センター 

理 事  佐藤 斉      茨城県立医療大学 

理 事  舘野 誠       古河赤十字病院 

理 事 田中 信一        鹿島労災病院 

理 事 千葉 登     筑波大学附属病院 

理 事 仲田 智彦    茨城県総合健診協会 

理 事 野澤 哲也      水戸赤十字病院 

理 事 波多野 浩嗣  聖麗メモリアル病院 

理 事  広瀬 和夫  茨城西南医療センター 

理 事 宮本 勝美    

筑波メディカルセンター病院 

理 事 村木 一夫           土浦保健所 

監 事 中澤 洋治         土浦協同病院 

監 事 田尻 明裕    田尻税務会計事務所 

 

《 第 7 回理事会報告 》 

                       （5 月 13 日開催） 

１． 30 回学術大会学術賞について（別資料） 

座長から推薦のあった 3 演題について学

術賞 1 題を検討した結果、筑波メディカ

ルセンター伊東善行氏の発表した「勾配

法を用いた電離量半価層の測定」に決定

した。 

２． 聴覚障害者のための放射線部門における

ガイドラインに関する事業について 

 茨城県聴覚障害者協会の方と話し合い

をして、6 月 26 日(土)にガイドラインに

沿った手話講習会を開催する事とした。

会場は未定だが県央を中心に開催し、今

後は各地区会で日程を決めてもらって実

施していきたい。 

３． ピンクリボンフェスティバル報告 

参加者は総勢 1,261 名で、技師会からは

医療大学生を含めた 53 名であった。 

ピンクリボン 7 万円、放射線展 5 万円の

予算のうち、ピンクリボンから 2 万 6 千

円の赤字が出たので、次回考慮する。 

４． 県東地区勉強会について（田中理事） 

5 月 14 日(金)に鹿島セントラルホテルに

て、亀田総合病院の片山先生による乳腺

MRI の講演会を開催した。講演終了後に県

東地区の技師との情報交換をおこなった。 

５． 放射線安全講習会について（長谷川理事） 

管理委員会で企画した放射線安全講習会

を前回医療大にて開催したが、好評であ

ったので、今回は福祉会館にて 6 月 13 日

(日)に開催する。会員のいる施設の看護

部長宛に案内を送付してある。 

６．  環境放射線部（長谷川理事） 

現在線量測定サービスを２社に依頼して

いるが、それぞれで料金が違う事につい

て話し合ったが折り合いがつかなかった。

今後は技師会が病院から依頼を受けて測

定業者を紹介するという形として、測定

料は 3 万円、内 5 千円を紹介料とする。 

７． マンモ講習会について 

マンモグラフィ(精中委)の講習会は今

年度は実施しない。生涯学習の中に「乳

腺委員会」を組織し、県内で講習会講師

を育成するための活動を行う。委員長は
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宮田氏(筑波大学)、副委員長は瀬尾氏(筑

波メディカルセンター病院)に依頼した。 

８． インフォメーションについて 

各地区より１名の編集委員を選出して

欲しいとお願いしたが、未だ連絡がない。

インフォメーションの編集作業が滞るの

で、地区担当理事は早急に選出頂きたい。 

９． 技師会グッズについて（坂井理事） 

名入りボールペン、クリアファイル、の

ぼりについて、それぞれの見積もりを取

った。今後作成について検討していく。 

１０. 医療大学地域貢献ついて（佐藤理事） 

現在、被曝低減委員会と医療大が協力し

て実験等を行っているが、物品等も使用

できるので利用頂きたい。教員にも余力

があるので活用頂きたい。医療大の地域

貢献センターのホームページ参照のこと。 

１１．役員選挙について（中澤会長）  

本日 15 時で立候補を締め切ったが、立候

補者はいなかった。 

理事会で候補者を選出する必要があるの

で、以下の通り推薦したい。 

会長：横田浩、副会長：長谷川光昭、鈴

木達也、常務理事：小原孝夫、平井正幸 

その他の理事については、決算総会まで

に執行部がまとめる事とした。 

                                

《 決算総会・役員選挙開催される 》 

 5 月 30 日(日)午前 10 時 30 分より、茨城県

総合福祉会館で平成21年度決算総会が開催さ

れました。 

第一号議案 平成 21 年度事業報告 

第二号議案 平成 21 年度会計報告 

第三号議案 平成 21 年度会計監査報告 

以上は賛成多数により可決されました。 

役員選挙 

期日まで立候補者がなく、理事会推薦として、

会長 横田 浩、副会長 長谷川 光昭、鈴木

達也、他理事も提示され、賛成多数により信

任されました。 

《 お知らせ 》 

1．手話講習会開催される 

6月 26日(土)15時～水戸市聴覚障害者情報

提供施設“やすらぎ”にて手話講習会を開催

しました。病院における聴覚障害者とのコミ

ュニケーション方法について、手話通訳を介

してろう講師より講義があり、その後簡単な

手話を習いました。手話を見るのが初めてと

いう会員もいましたが、講習会が終わる頃に

はろう講師とのコミュニケーションにも慣れ、

「ジェスチャーでも伝わると分かった」、「こ

わがらずに聴覚障害者と手話で話したい」、

「ぜひ講習会を続けたい」などの感想が寄せ

られました。 

7 月 11 日(日)西南医療センターで聴覚障害

者を対象とした見学会を開催します。県西地

区の方、ご協力よろしくお願いいたします。

手話通訳が付きますのでどなたでも参加可能

です。(13 時現地集合)（報告：中野恵会員） 

２．乳腺研修会開催案内 

今後のマンモグラフィ検診従事者認定講習

会の事業開催を考え，講習会講師の養成を目

的に、下記日程で乳腺研修会を開催致します。

MMG に関してもっと技術の向上を計りたい方

や，今後講習会講師を担当してみたい等のお

気持ちのある方は，是非ご参加よろしくお願

い致します。お問い合わせ等は(筑波大)宮田

までお願い致します。 

日時：7 月 18 日（日）9 時～ 

場所：県立医療大学 講義棟 3 階 134 教室 

主催：乳腺委員会  (宮田)029-853-3729 
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３．放射線機器管理士部会研修会開催案内 

  下記日程で第 10 回研修会を開催致します。

多数のご参加よろしくお願い致します。 

日 時：7/10（土）16：00～ 

場 所：水戸済生会総合病院 新棟５階 

内 容：「一般撮影・乳房撮影における 

機器管理」（富士フィルムメディカル） 

問合せ：(株)日立製作所日立総合病院 

               放射線技術科 川崎 善幸 

E-mail:yoshiyuki.kawasaki.ma@hitachi.com 

  

４．ホームページ委員会より 

アクセスに関してのご連絡 

ホームページ委員会では、ホームページの

会員専用サイトにアクセスする際、ユーザー

ID・パスワードを 1 年間変更しないとお知ら

せいたしましたが、今後も、会員専用ページ

にアクセスする際ユーザーID・パスワードは、

下記のまま変更致しませんので、宜しくお願

い致します。尚、ユーザーID・パスワードは

会員以外には知られませんように自己管理の

徹底をお願い致します。 

 ユーザーID    iart 

  パスワード   ndd60 

 

《 会員状況 》 

平成 22 年 6 月 25 日現在の会員数…６５８名 

新入会員 

東峰 智史 取手協同病院 

横田 清治 総合守谷第一病院 

黒澤 佐文郎 滝病院 

福地 達弘 滝病院 

佐藤 広明 宮本病院 

打川 恒平 嶋崎病院 

 

ご結婚おめでとうございます  

江田 秀一 6 月 12 日 結婚 

 

お悔やみ申し上げます  

 高村 秀彰 4 月 13 日 実母告別式 

蛯原 博 4 月 20 日 実母告別式 

《 事務連絡 》 

退会届けと転出届けをお間違えの無いよう

にお願い致します。 

①退会届けは原則日本放射線技師会も茨城県

放射線技師会も同時に処理されます。  

 他県に移る時は転出届けを出してください。

間違って退会手続きをしてしまうと再入会を 

しなければ、会員には戻れませんので、くれ

ぐれもご注意ください。    

『各種変更について』 

施設変更・自宅住所変更・名前変更・技師 

会変更は、日本放射線技師会ホームページ 

から変更手続きをお願致します。インター 

ネットが御利用になれない方は 必ずファ 

ックスで茨城県放射線技師会へ連絡お願い 

致します。特に地域統合等で、住所が変更

になった場合や転勤された時は必ず変更手

続きをお願い致します。 

 

《 編集後記 》 

役員改選があり今後２年間新役員で運営し

てまいります。会長挨拶でもありましたよう

に各種行事等への積極的参加をお願い致しま

す。また、技師会へのご意見等ございました

ら、ご連絡よろしくお願い致します。 

これからのインフォメーション発行予定は

下記のとおりとなっています。原稿締切は偶

数月の 25 日を予定しています。 

講演会開催案内等の掲載原稿の早めのご提出

よろしくお願い致します。 

E-mail：takao.obara.yy@hitachi.com 
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